
令和 4 年 12 月 23 日 

文 化 観 光 課 

この資料は豊島区と新潟県湯沢町が相互交流都市協定を締結するに際して確認した事柄をまとめたものです。 

０１ 新潟県湯沢町の基礎的な情報 

◆ 湯沢町データ ◆ 

人 口…７，８９９人（３，９３５世帯） 

面 積…３５７．３㎢ 

◆ アクセス ◆ 

豊島区役所－湯沢町役場 … 156 ㎞ 

自動車…2 時間 20 分（5,510 円） 

電車…1 時間 56 分（6,380 円） 

 

  

 

 

 

 

 

 

【 特徴 】湯沢町は、谷川連峰や霊峰苗場山など 2,000 メートル級の山々に囲まれている。そ

してこれらを源とする多くの渓流や清流、比較的冷涼な日本海型気候とあわせ、四季折々の彩り

豊かな自然景観と自然環境に恵まれている。 

観光地として、トレッキングコースやスキー場が充実しているほか、夏はフジロックフェスティバル、越

後湯沢秋桜ハーフマラソン、湯沢夏祭りといったイベントも開催されている。 

 

◆ 町長プロフィール ◆ 

氏  名 

 たむら  まさゆき 

  田 村 正 幸 

生年月日 

昭和２6 年 3 月 1 日生まれ （71 歳） 

経  歴 

昭和 48 年 3 月 国士舘大学 政経学部 卒 

昭和 49 年 4 月 湯沢町役場 採用 

平成 11 年 4 月 湯沢町議会議員 

平成 25 年 7 月 湯沢町議会議員辞職 

平成 25 年 12 月 湯沢町長就任（現在３期目） 

【交流のきっかけ】 

 平成 22 年（2010 年）に町長の区長への

表敬訪問をきっかけに交流が始まった。 

【直近の動き】 

 令和 3 年（2021 年）12 月に湯沢

町長が豊島区長を表敬訪問。協定の

締結などが話題になった。 

 

 10 月 7 日に湯沢町長がふくろ祭り

の開会式に出席。 

０２ 交流事業のあらましと今後の見通し 

豊島区もしくは湯沢町が実施した交流事業は以下のとおりです。 

         
 

年 月 事 業 内 容 

2010 年 5 月 湯沢町長が豊島区長と面会 

2010 年～ 

2015 年 

ふくろ祭り友好都市観光物産展・東京フラフェスタ物

産展に参加 

2012 年 6 月 豊島区長・区観光協会・未来文化財団が湯沢町訪問 

2012 年 10 月 80 周年記念式典・首長懇親会に湯沢町長が出席 

2014 年 10 月 ふくろ祭り 首長懇親会に湯沢町長が出席 

2015 年 10 月 ふくろ祭り 首長懇親会に湯沢町副町長が出席 

2018 年 10 月 ふくろ祭り 首長懇親会に湯沢町長出席 

2021 年 12 月 湯沢町長が豊島区長と面会 

2022 年 10 月 ふくろ祭り開会式に湯沢町長出席 

 今後の交流事業の見通し 

（１）越後湯沢秋桜ハーフマラソン 

毎年 9 月に開催されている「秋桜マラソン」に豊島区民専用エイド

ステーションを湯沢町が設置。区は広報することで区民のマラソン

参加を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）豊島区のイベント物産展に参加 

「ファーマーズマーケット」「ふくろ祭り」など豊島区のイベント物産

展に湯沢町が出店し特産品等の販売を行う。 

 

（3）湯沢町のイベントにブース出展 

「ゆざわグリーンフェス」「湯沢中里秋祭り」など湯沢町のイベントに

豊島区ブースを設置し豊島区の PR を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予算に関すること（令和 4 年度） 

豊島区・湯沢町ともに交流事業実施のための予算措置は行っていない。 

今後の交流のなかで、必要に応じて対応する。 
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０3 都市交流の推進 

 持続可能性の高い交流事業について 

過去の経緯も含め、今後も引き続き継続しうると考えられる交流事業は以下のとおりです。 

種 別 交 流 事 業 今後の見通し 

自治体交流 交通の利便性を活かした観光等の情報発信 

両自治体が高速バスの発着地点になっていることから、交通の利便性等を

合わせた情報を発信することで双方の認知度向上を図ると共に、両住民の往

来増加に繋げる。 

民間交流 イベントの参加を通じた住民同士の交流 

「ふくろ祭り」や「ゆざわグリーンフェス」などのイベントにおいて、それぞれの

自治体ブースを設置し出展することで住民同士の交流促進を図る。 

湯沢町にて毎年開催される秋桜マラソンに豊島区民専用エイドステーション

を設置し豊島区民の湯沢町訪問を促す。 

 

 都市交流の推進により得られるメリット 

以下は「豊島区」「豊島区民」「民間事業者を含む各種団体」の 3 者が、新潟県湯沢町との交流により得られるメリットを整理したものです。 

豊島区 豊島区民 民間事業者を含む区内の各種団体 

 協定締結をとおして多様な分野で連携し互恵関

係を築くことにより、両自治体の持つ独自の魅

力や特色を補い合い、互いの価値を更に高めて

いくことができる。 

 四季折々の豊かな自然環境によりアクテビティ

から温泉など、通年で楽しめる湯沢町の文化に

触れる機会が醸成される。 

 

 湯沢町の自然を扱ったイベントの開催

や、アウトドア商品の展示会等に湯沢町

の協賛が得られることで、集客増が期待

できる。 

 

 

 

湯沢町との都市交流協定の締結 

協 定 名  豊島区×湯沢町 相互交流都市協定（仮称） 

 

協 定 締 結 の 目 的  両都市での「豊島区」「湯沢町」の認知度向上を通じて、観光、教育、文化、環境、産業振興をはじ

めとした多様な分野で交流し、互いの魅力や価値を高めていくことを目指す。 

 

今後のスケジュール（予定） 

  

日   付 内   容 

12 月 23 日 第 3 回 都市交流推進委員会 

令和 5 年 

1 月 27 日 
豊島区×湯沢町 相互交流都市協定の締結 【於：豊島区役所】 

 


